On the rhizome rot of rotus, Nelumbo nucifera Gaertn.，caused by a new Fusarium, F. bulbigenum Wr. var. nelumbicolum N. et W. by Nisikado, Y. & Watanabe, K.
彊担の腐敗病に就いて 第一報
西門義 -渡辺清志
1.緒 雷
蓮根はその栽培地が比較的局限されて居b、そ!の病容も殆んど研究されていないという扶態
官ある.大正初年から14-5年までは年額14∞-1日)()万買の産があったが、現在では愛知、大
眠、幅岡、佐賀、資島、山口、岡山等に主として兼帯されて居b、年産は5∞~旬。万貫に減じ
ている.此の減産は職時中、主食の増産に切bかえた処もあるが主として腐散病発生の矯め。
あると考えられる.
それで筆者等は業者品要望で本病につきで研境し、病原菌そ確かめ得たので、美形態並に分
類等につぎて得た結果をととに報告する.その生理的研究、病原性と予防試験の結果、或は随
伴細菌につをて出第二報以下に報告する.
本研買は主として岡山県系浅口郡蓮島町に発生の病害を調査研質したもので、同町武政忠市、
柳井寄一氏に負う処がある.大阪府北河内郡並に佐賀聴杵島郡幅宮村に於ける発病につぎても
実地踏査し比較した.大阪府農協蓮尾野技師、農林省九州農業試験場西沢技官、其他関係各位
の好意を謝する.
2.泊 革
蓮根の腐敗病につきでは、堀正太郎博士 (1907)が東京不思の池の蓮の枯れるのは地下茎の
腐敗によるとし、その原因は BacillusNelumbii Uyedaなる1新細菌であると報告された.
下水の流入による有機質窒素肥料の過剰によるもので、とれを調整してその防止を計るペ含で
あるとされた.本病につきでは、山口臓で岡田十積氏 (1922)の予防試験があb、窒素の多用
区坑必やしも被害の大ならざる結果が出ている.
蓮根の腐敗病につぎでは、西門は20余年前倉敷市内大高地区の栽培地に発生の多いのに対し
て堀博士の細菌設に従い、その予防に北米から輸入されたコロイド硫黄の施用を試みたが、効
果がなかった.却って石友を施用した処に多少効果があった.岡山懸農事試験場での試験も石
友が栴k有効という結果が出た由であった.
本病ではたいが、蓮根の宿敵に闘しでは、其後、西門(1944)等が、庚島県草稿山附近の蓮根
.bt慈姑の腐敗を研究したととがあるが之は貯蔵中の慈桔或は蓮根の乾腐病を主としたもので当
時著者はその闘を Cylindrocarponrad~部la Wr.とした
本病は本邦内到る処の蓮根栽増地に庚〈分布するものの様で、共発生は久しぎ以前から知ら
れていた.期惇士の報告された東京をと初め千葉、愛知、大阪、岡山、庚島、山口、幅問、佐賀
の諸府臓には業発生があり、蓮根栽埼に困って居る.
3.病 徹
謹棋は普通植付けた種差から新芽が向て、之が10節内外伸長しその各節聞は30-1回cmで、
その殆ど各節から分校すると共に'集を生やる.そして本茎に於いても枝茎に於いてもその最
後の3節だけが肥大L所謂蓮根と化する.その根茎の肥大は、 7-8月頃から始まb、9-'0
(j佐学研究官事40~善修2 号 11ふー 119頁 1952) (115) 
月になると一勝完成する.肥大節部の芽は健全根茎では単に小茅に止りて、それほ翌春まで発
育はなく、葉を生寸志るに至らない.然る~腐敗病にかかった病棟茎の芽はその年の 8........9 月頃
以後その年聞に生育を始め小形の葉を生守る.普通の葉が直径略k50セメ以上に遣するにもか
かわらや此の病茎からの小葉は梢々モザイタ扶で僅かに10-20セメ内外で、普通葉の如く高〈
抽出しない〈第6図参照).
根茎が癒病するとその葉は葉柄の先端近くで轡曲下垂するととが多い(第I及2図参照)葉
は全体として緑色の少ないのが普通で初めに周縁部に点 k褐色部が出来るととがある.かくて
それが漸弐枯死して行くものである.
地下茎の樺病初期間十観的に殆ど異献はなくとも、之を横断して見ると、中心に泣い専管が
淡棉乃至褐色に変巴て居り、次第にその変色部の商積が大台くなる〈第7図参照).とうした腐
敗は蓮根の基部から発生するととが多く、節
を蜜ねるに従い先端乃方が変色部の面積刀少
ないのが普通で、先端に近い智聞は猶完〈侵
されていないとともある.叉此乃変色部は擢
病地下茎から出た葉柄或は花便にも及んでい
る
蓮様腐敗病の病徴に2遁りあり、 1つは被
害茎は少しく紫色を平野び病献の進むと共にそ
れが濃くなるが、全体の形としては変化のな
い物である.今一つはとの横な変色が殆ど認
められなくとも根茎の 1側面に縦に継を生守
る物である〈第4第 5及第6図参照)，との駈
は地下茎の下商叉はそれに近い部分に特に表
われる.又此の両肩肢の一緒になっている物
も少くない.旬、被害保茎乃先端に近い部分
は急:角度で地表に向って笥曲する〈第4図参
照).
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4.病 原 薗
本病原としては細菌と Fusarium菌とが関輿している.前記の紫色を呈した布般のもの、
或は織のよるものでも病肢の進んだ処からは、殆ど常に細菌を分離し得た.との細菌は堀博士
の Baci1usNelumbii Uyedaとせられた物らしく、殆ど常に類似の細菌を分醸し得るが、分
離した細菌を援密した結果病原性は認められるが、強烈ではなかった.此の細菌による発病は
創がなければ起らや、然も病勢の進度は極めて遅々であった.之につeては改めて報告する.
植病茎でまだ変色はしてないが雛がある物、或は僅かに異欣のあるものを掛って見ると勿論
その中心部は褐変して居り(第7図参照〕との部分からは何時も Fusarium属菌を分醸し得る.
腐敗の初期のものから分離し得る Fusarium菌は接種試験によると地下茎にほ創の有無に係ら
十感染し、感染速度も細菌に比して速く、接種後20日位で完全に発病する.従って前記の細菌
も病献発現Kは関奥あるとしても、此Fusarium菌は少くとも敏の出来る腐敗の病原菌であ
る.との Fusanum菌はその病原性から見て、本病の原固なるととは明らかである〈後輩接
種試験参照).
との Fusarium菌は腐敗茎の断面を樽潤に保てば直ぐに発育し、白色綿欣のカピ(集中菌
糸〉を生やるが、その聞に.Cephalosporium型の小型分生胞子を形成する (E図参照).との
胞子は楕円形、長楕円形で僅かに轡曲せるものあb、一端が多少尖ってとるとともある (F図
参照).車胞で極めて稀に2胞のととがある.その大さは859x 3.73(5.5ー 12.5x 2 .5-5.0)1-" 
大型分生胞子は培養基上では半球形胞子堆(Sporodochia)に叉は集中菌糸中にも形成される.
Sporodochiaは鮭肉色の牟球献'{3'250C内外の温度では20日間位で形成され、大きさ0.1-2.0
ミメ、普通1.5ミメ.大型分生胞子は新民形、全体として織細モ中央部は直形に近く、先端は
細まり一方に傷曲し、基部は脚扶の突起を有する. 3隔膜胞子が普通で90-95%を占め極めて
稀I'C1-， 2ー 叉は 4ー 隔膜の胞子がある (A，B及C図参照).その3隔膜胞子の穴さは馬鈴薯
寒天培養基1'C20間培養して形成のものでは38.06x4.ωμ (25-463x3か-4.8).厚膜胞子は
菌糸の中間叉は先端或は老成せる大型胞子細胞の肥大により形成せられる(第10図参照).殆ど
球形で表革は卒滑に近しその大さは、 58-8.8x6.3-8.8，平均6.95x7.35μ・
- 61ー (117)・
5.病軍薗の分類学問考察
Fusarium菌の分類は割合困難で異設もあるが Wollenweber民に従えぽ本曹は民の第XIV
Sectionなる Elegans群に入るペ音でその Sub記ctionの ConstrictumID!群に隷属する
Fusarium bulbigenum Cke. et Mass，に該当する.との菌は Wr.氏が多数の種を統合した
物でトマトの立枯を起す.F. Lycopersici Brushiとか西瓜の立枯の原固なる F.niveum E. 
F. Smith其他をその変種としている.此等の菌とは同ーとは認め得ないから新しい変種とし
て Fusariumbulbigenum Cke. et Mass. var. nelumbicolum Nisikado et Watanabeの
新名を附してととに報告する.
6.蓮根に対する病菌接種賦験
1)蓮根を節の部分にて切bその切口をパラピンで封じ、 10∞倦昇宗液中に 15分間消毒し後
殺菌水で水洗した.その節間部に消毒した針で内部無遭に遣する細孔を附し、その孔口部に病
菌の純梓培養したものを場養基寒天の小片と共に接宣した.接臣室後240Cに保ちたるに15日後
には表面に白色菌糸の発育を見た.20日聞の後に供試根茎を切断して見る占内部には、菌糸の
発育があ b組織は変色して居先.その変色部は直径1cm深さ 15cmに達して居先.25日後に
於いては変色都は直径 45cm深さ 25cm tc達し気遣内は白色の菌糸で充満して居b、処k
波紅色の菌糸が認められた.
2)馬鈴薯寒天上に生じた Sporod∞hiaの胞子を殺菌水中に取b、その胞子浮遊液を前記同
横消毒した、薄根の気道内に注射器によ b注入接種した.接種後 240Cに保ち15日後には無道
内各所に肉眼で認め得る白色の小薗叢を生巳た.20日後に於いては、菌叢ははっ昔 bと認めら
れ、 25日後には気道内部は菌糸で充満し組織は淡紅色に変化し、その次の節聞の無道内にも多
〈の菌糸が認められた.30日後になると、外部も掴色に変じ判然せる乾弼献を呈L蓮根は縦に
撤を生じた.しかるに先端の幼芽(地下茎となるべき)は約lcm，程度伸長して居先.
7.蓮根腐敗病の設病と環境
蓮根の発病と環境との関係を調査する ζとはその防除乃上に重要色あるから栽増現地に於て
之を調査した.その要点を摘記する.
1)蓮根栽培の処女地には発病が少なく蓮作した処に発病が多い.'然し蓮根栽培を 2-3年
間休止して其聞に米麦二毛作を行った処では引続き蓮操作を行った処よ bも発病の甚だしかっ
た例も少〈たい.之は後遺の土地の斡燥にも関係がある事と思われる.それで栽増の中心地は
自黙に移動して居り今から2併手余前には倉敷市附近に可なり栽培されていたのが今日では市か
ら離れた蓮島町に移った事実がある.
2)一年中水のたまっている所関根回に栽噂すると発病が少ないが冬期或は其他の期聞にで
も乾操ずる所開乾田守，は発病が多い.特に夏期落水し或は潜水がきれて乾蝿し、岡商に亀裂を
生じだ様な処は発病が甚しかった.
3)土壌の性質としても帖重な土壌には発病が少なし砂質土壊に発病が多い.土壌中鉄分
の決乏した処には発病が多〈、赤味を帯びた鉄分の豊富な土壌には発病が少ない.筆者は1?r
年の試験ではあるが発病地に、水酸化鉄を多量に含有する鉱津を施用したが多少の効果が認め
(118) - 6~ ー
られた.
4)土中関〈侵入する深根性の品種は土中割合浅く生やる浅根性の品種よりも、発病が少く
ない.
8.摘 E 
1.本報告は蓮根腐敗病に闘する研究の一部である.
2.本病は本邦至る処の蓮根栽培地に発生し;被害が甚だしい.
3.本病は7月上旬から表はれ地上部では葉柄が簿幽下垂する.地下茎は表面に舞症が出来、
或は紫褐色に変じ、その断面では中心部が梅変する.観客地下茎の芽は秋の聞に発育して小形
の葉を生やる.
4.本病茎からは Fusarium菌と純菌とが分離された. その細菌は堀正太郎博士の所調
Baci1lus Nelumbii Uyedaに相当する様であるが、病原性が掛かった.Fusarium菌はその病
原性を確め得たから主として之につきで研究した.
5.本病原 Fusarium菌はその形態から Fusariumbulbigenwnαe. et Mass. var. 
nelwnbicolum Nisikado et Watanabeとした.
6.本病は連作地の乾固に多〈、砂質で鉄分の欠乏した処にも発生が多い傾向があった.
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